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町
会
だ
よ
り 

和
田
三
丁
目
東
町
会 

 

器
数
は
４１
か
所
と
な
っ
た
。 

②
１
月
１９
日
（
日
）
に
消
火
訓
練
を
実
施
す

る
。
今
後
は
３
か
月
に
１
回
程
度
の
頻
度

で
開
催
す
る
予
定
。
最
近
減
少
気
味
で
あ

る
役
員
の
多
数
の
参
加
を
改
め
て
お
願
い

す
る
。 

③
２
月
１
日
の
「
防
災
さ
ん
ぽ
」
の
行
事
で

の
ル
ー
ト
誘
導
や
震
災
救
援
所
の
炊
飯
機 

 

材
貸
出
の
協
力
要
請
に
つ
い
て
は
、
当
町

会
の
窓
口
を
松
尾
さ
ん
に
す
る
の
で
、
役

員
全
員
で
出
来
る
だ
け
の
協
力
を
お
願
い

す
る
。 

④
防
火
防
災
協
会
高
円
寺
地
区
連
合
支
部
の

防
災
訓
練
は
２
月
１６
日
（
日
）
に
杉
八
小 

 

で
開
催
さ
れ
る
。
当
日
は
出
来
る
限
り
多

数
の
役
員
に
参
加
を
予
定
し
て
も
ら
い
た

い
。 

６
、「
絵
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
作
品
の
回
覧
に

つ
い
て 

①
杉
十
小
と
高
南
中
の
小
中
一
貫
教
育
事
業

の
一
環
と
し
て
実
施
さ
れ
た
「
絵
本
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
で
完
成
し
た
作
品
を
地
域
町

会
員
の
皆
さ
ん
に
回
覧
し
て
欲
し
い
と
の

要
請
が
あ
っ
た
。 

②
町
会
の
班
の
７
グ
ル
ー
プ
で
各
グ
ル
ー
プ

に
２
冊
ず
つ
を
配
布
す
る
の
で
、
用
意
し

た
２
種
類
の
紹
介
文
書
を
添
付
し
て
丁
寧

な
単
独
回
覧
扱
い
を
お
願
い
す
る
。 

 
 

 
 

 

 
 

  

平
成
２６
年
１
月
度
役
員
・
班
長
連
絡
会 

１
、
報
告
事
項
（
１
月
８
日
杉
十
小
学
校
会
議
室
） 

①
年
明
け
の
行
事
と
し
て
町
会
に
参
加
要
請
が

あ
る
も
の
は
、
１
月
７
日(

火)
の
杉
並
区
賀
詞

交
換
会
、
１
月
１１
日(

土)

の
杉
並
区
消
防
団
始

式
と
第
３
分
団
の
新
年
会
、
１
月
１３
日(
月)

の
立
正
佼
成
会
賀
詞
交
歓
会
、
１
月
１８
日(
土) 

 

の
杉
並
警
察
署
武
道
始
式
、
そ
れ
と
日
程
は
未

定
だ
が
防
火
・
防
災
協
会
高
円
寺
地
区
連
合
支

部
の
賀
詞
交
換
会
等
に
な
る
。 

②
そ
の
他
１
月
２２
日(

水)

に
平
成
２５
年
度
防
災

リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
が
区
役
所
で
開
催
さ
れ

る
。
震
災
救
援
所
連
絡
会
メ
ン
バ
ー
と
し
て
馬

場
会
長
、
松
尾
さ
ん
に
参
加
し
て
も
ら
う
。 

③
２
月
５
日(

水)

に
は
セ
シ
オ
ン
で
民
生
委
員
大

会
が
開
催
さ
れ
る
。
民
生
委
員
の
他
、
町
会
長

に
も
出
席
要
請
が
き
て
い
る
。 

④
平
成
２６
・
２７
年
の
「
明
る
い
選
挙
推
進
委
員
」 

 

を
南
城
さ
ん
に
お
願
い
し
た
が
、
早
速
２
月
９

日(

日)

の
東
京
都
知
事
選
の
立
会
い
要
請
が
き

て
い
る
。 

⑤
今
年
の
「
蚕
糸
の
森
ま
つ
り
」
の
第
１
回
役
員

会
と
実
行
委
員
会
が
１
月
１６
日(

木)

に
開
催

予
定
。
小
林
さ
ん
、
鈴
木
さ
ん
に
引
き
続
き
実

行
委
員
を
お
願
い
す
る
。
全
体
会
に
は
会
長
も

出
席
予
定
。 

２
、
歳
末
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
結
果
報
告 

①
１２
月
２５
日
～
２９
日
で
一
般
町
会
員
２
名

の
ご
協
力
を
得
て
、
延
べ
３３
名
の
参
加
で
予

定
通
り
実
施
さ
れ
た
。
一
部
の
住
人
か
ら
拍

子
木
の
音
に
睡
眠
妨
害
の
ク
レ
ー
ム
が
あ

っ
た
の
で
、
次
回
は
開
始
時
間
を
早
め
る 

 

こ
と
も
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
。
ま
た
参
加

延
べ
人
数
と
し
て
昨
年
よ
り
１０
名
以
上
も

少
な
い
結
果
と
な
っ
た
た
め
、
次
回
は
も
っ

と
巡
回
人
数
を
増
や
せ
る
よ
う
に
積
極
的

な
参
加
協
力
を
す
る
べ
き
と
の
意
見
が
あ

っ
た
。 

３
、
新
年
懇
談
会
の
開
催
に
つ
い
て 

①
開
催
日
は
１
月
１８
日
（
土
）
正
午
～
１４
時 

 

で
栃
木
屋
さ
ん
の
地
下
集
会
所
で
開
催
す

る
こ
と
に
決
定
し
た
。 

②
一
般
町
会
員
の
参
加
が
少
な
い
の
で
、
収
容

力
の
限
界
は
あ
る
が
、
も
う
数
名
を
勧
誘
す

る
こ
と
に
し
た
い
。 

４
、
新
成
人
の
お
祝
い
に
つ
い
て 

 

今
回
は
町
会
員
世
帯
で
該
当
者
は
９
名
と

な
っ
た
。
お
祝
い
品
は
１
月
１３
日
ま
で
に
は

配
布
を
完
了
す
る
。 

５
、
減
災
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関
係
事
項 

①
消
火
器
の
街
頭
配
備
が
完
了
し
て
、
１４
か
所

が
増
加
し
当
町
会
の
管
理
す
る
街
頭
消
火 

  
 

 

◎ 

自
由
投
稿 

大
晦
日
は
テ
レ
ビ
の
「
ゆ
く
年
く
る
年
」
で
、

増
上
寺
の
除
夜
の
鐘
を
聴
き
な
が
ら
年
を
越
し

ま
し
た
が
、
元
日
は
ち
ょ
っ
と
寝
過
ご
し
て
し

ま
っ
て
、
慌
て
て
三
階
に
駆
け
上
が
っ
て
、
南

の
出
窓
の
ブ
ラ
イ
ン
ド
を
上
げ
ま
し
た
。
暦
で

は
東
京
の
日
の
出
は
午
前
６
時
５
１
分
で
し
た

が
、
オ
ペ
ラ
シ
テ
ィ
ー
の
高
層
ビ
ル
の
狭
間
か

ら
の
ご
来
光
は
５
分
ほ
ど
遅
れ
る
の
で
、
何
と

か
撮
影
に
間
に
合
い
ま
し
た
。 

 

朝
富
士
を
撮
り
た
く
て
、
ル
ー
フ
バ
ル
コ
ニ

ー
へ
出
て
み
た
の
で
す
が
、
西
南
西
の
空
は
薄

い
霞
が
掛
か
っ
た
よ
う
な
感
じ
で
、
霊
峰
は
見

え
る
に
は
見
え
ま
し
た
が
、
若
干
シ
ャ
ー
プ
さ

に
は
欠
け
て
、
写
真
に
は
物
足
り
な
い
感
じ
で

し
た
。
掲
載
の
写
真
は
師
走
の
某
日
の
朝
富
士

を
年
賀
状
用
に
撮
影
し
た
も
の
で
す
。
わ
が
町

の
一
角
か
ら
世
界
遺
産
の
玲
瓏
と
し
た
姿
を
眺

め
な
が
ら
暮
ら
せ
る
の
は
幸
せ
な
こ
と
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
匿
名
希
望
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

  

 

 


